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小口径管路の建設では管内部のスペースが限られており，中大口径管路の建設技術では当たり前の

技術である曲線施工技術や岩盤や玉石地盤などへの掘削が難しいとされてきた。そんな無理難題を

克服した技術がこの号にあふれている。表紙の写真は最大礫径200礫率70%といわれる礫層をアン

クルモールエクシードがφ250のヒューム管を従えて，今まさに挑もうとしている瞬間である。

表紙の写真


